














本研究の目的 

前述の山村班における外表奇形をマーカーとする人口ベースのモニタリングは,5 年間の

実績によって,先天奇形に関する情報の収集,集計方法及び主な奇形の基準発生頻度(ベー

スライン)の設定など基盤は確立された。しかしながら,限られた地域における人口ベース

のモニタリングだけではわが国全体の先天異常の動向を把握するには十分でない。 

幸い 1972 年から継続実施してきた日本母性保護医協会の全国に分布する病院による病院

ベースの「外表奇形等統計調査」.や 1976 年から実施してきた日本赤十字社都内産科施設

による「先天異常モニタリング」があり,さらに 1981 年から県域を対象として実施してき

た石川県の「先天異常児発生調査」があった。そこで人口ベースと病院ベースのそれぞれ

の長所を生かしながらわが国の医療体制や社会的条件に見合った実効ある全国レベルのモ

ニタリングシステムを確立することを目的として研究を進めることとした。 


